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事務事業名延長保育事業費補助事業

17
基本事業： 04幼保サービスの充実 担当部 健康福祉部  

基本事業の
成果指標

①待機児童数（保育所）
②待機児童数（放課後児童クラブ）
③保育サービスの満足度

担当課 保育児童課

担当係 保育児童担当

保育所に入所中の児童で延長保育が必要な児童を預かる私
立の保育園に対する補助。

通常の預かり時間を越えて保育を実施。
保育標準時間認定の者については１８～１９時の１時間、
保育短時間認定の者については７～９時、１７～１９時のうち必要な時間
について、延長保育を実施している。

※保育標準時間認定７～１８時、保育短時間認定：９～１７時

実支出額から延長保育料等を差し引いた額について補助を行う。
保護者の勤務状況の変化や核家族化の進行等に対応し、就
労と育児の両立支援を推進し、保育を必要とする児童等の
福祉の向上を図る。

計画年度 ～ 新規・継続 継続 会計区分 一般会計 実施計画
１．対象（誰、何に対して事業を行うのか）

４．成果（簡易評価は未記入）

実施児童数

延長保育が必要な人への充足率

7,559 13,1007,667 13,100 13,100

100 100 100 100

成果指標名称 単位 目標
02年度 03年度 04年度 05年度 06年度 07年度
実績 実績 当初 要求 計画 計画

５．コスト
7,192 8,925 8,820 9,907計

国
県
地方債
その他
一般

事業費

正職員人工数
正職員人件費
トータルコスト(事業費＋正職員人件費）

2,397 2,928 2,940 3,302
2,397
0

2,928 2,940 3,302
0 0 0

0 0 0 0
2,398 3,069 2,940 3,303

千円
千円
千円
千円
千円
千円
人工
千円
千円

0.2 0.1 0.1
1,606 792 773
8,798 9,717 9,593 9,907

６．成果状況及びコメント（簡易評価は未記入）

○

●

○

保護者の勤務や通勤等状況により、ニーズは多くあるものと考えますが、コロナ禍で保護者の勤務状況に影響があ
り、利用者数は横ばいでした。

７．評価及びコメント（簡易評価は未記入）
増加対象動向

手段効率化余地

公的関与

上位貢献度

成果向上余地

なし

妥当性がある

影響度は大

大きい

類似事業

コスト削減余地

受益者負担

業務推進課題

なし

 

なし

余地なし

なし

８．改善改革案（簡易評価は必要な場合のみ記入） ■改善方向性 維持● 見直し○ ○廃止 ○事業終了
改革案/期待する成果/必要性/推進スケジュール/必要な費用（維持／事業終了の場合は記入する必要なし）

■事業開始背景及び現在の環境変化（市民・議会等の要望） ■備考･特記事項ｏｒ進行管理欄

保護者の勤務の都合上通常の閉所時間の１８時までに迎えが困難
な家庭のために１時間延長して保育する。
平成８年度から実施している。
平成２７年度の制度改正により延長保育事業補助金の一部（基本
分）が委託費に組み込まれた。

事務事業が貢献すべき成果

３．意図

２．手段（事務事業の内容、やり方、手順）

（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

人

%

あがっている

どちらかといえば
あがっている

あがっていない
（停滞・低下）


